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３．修正の理由

2019 年

資を行う一方で、

利益ともに前回予想を上回る見込みとなりました。

第 3 四半期以降においては、

接点の拡大や海外進出

 

2018 年 11 月

2018 年 4 月期決算発表時に開示した

予想を修正することとしましたので、お知らせいたします。

年 4 月期第 2

前回発表予想(Ａ) 

今回修正予想(Ｂ) 

Ｂ－Ａ) 

) 

前期第 2四半期実績

4 月期第 2 四半期

年 4 月期通期連結業績予想数値の修正（

前回発表予想(Ａ) 

今回修正予想(Ｂ) 

Ｂ－Ａ) 

) 

前期実績 
4 月期) 

理由 

年 4 月期第 2
資を行う一方で、海外部門や

利益ともに前回予想を上回る見込みとなりました。

四半期以降においては、

接点の拡大や海外進出

                              

業績予想の修正

月 19 日開催の取締役会において、以下の

月期決算発表時に開示した

予想を修正することとしましたので、お知らせいたします。

2 四半期（累計）連結業績予想数値の修正（

売上高

四半期実績 
四半期) 

月期通期連結業績予想数値の修正（

売上高

2 四半期（累計）及び通期連結業績は、

海外部門や店販部門を中心に売上が

利益ともに前回予想を上回る見込みとなりました。

四半期以降においては、引き続き

接点の拡大や海外進出などにも経営資源を配分し

                              

業績予想の修正

日開催の取締役会において、以下の

月期決算発表時に開示した 2019

予想を修正することとしましたので、お知らせいたします。

四半期（累計）連結業績予想数値の修正（

売上高 営業利益

百万円 
12,938 

15,241 

2,303 

17.8 

12,158 

月期通期連結業績予想数値の修正（

売上高 営業利益

百万円 
25,101 

28,093 

2,992 

11.9 

23,030 

四半期（累計）及び通期連結業績は、

店販部門を中心に売上が

利益ともに前回予想を上回る見込みとなりました。

引き続き広告宣伝を中心とした投資

経営資源を配分し

                              

会 社 名

代 表 者 名

問合せ先

Ｔ Ｅ Ｌ

Ｕ Ｒ Ｌ

業績予想の修正に関するお知らせ

日開催の取締役会において、以下の

2019 年 4 月期（

予想を修正することとしましたので、お知らせいたします。

記 
 

四半期（累計）連結業績予想数値の修正（

営業利益 

百万円 
2,647 

4,233 

1,586 

59.9 

3,312 

月期通期連結業績予想数値の修正（2018 年 5

営業利益 

百万円 
5,015 

6,444 

1,429 

28.5 

5,385 

四半期（累計）及び通期連結業績は、

店販部門を中心に売上が想定以上に

利益ともに前回予想を上回る見込みとなりました。 
広告宣伝を中心とした投資

経営資源を配分し、更なる業績の拡大を目指してまいる所存です。

                              

会 社 名 

（ コード番号：

代 表 者 名 

問合せ先責任者 

Ｔ Ｅ Ｌ 

Ｕ Ｒ Ｌ 

に関するお知らせ

日開催の取締役会において、以下のとおり、最近の業績の動向等をふまえ、

月期（2018 年 5

予想を修正することとしましたので、お知らせいたします。 

四半期（累計）連結業績予想数値の修正（2018

経常利益 

百万円

2,639

4,266

1,627

61.6

3,315

5 月 1 日～2019

経常利益 

百万円

4,999

6,470

1,471

29.4

5,345

四半期（累計）及び通期連結業績は、広告宣伝や社内体制の整備などへの積極的な投

想定以上に好調であったこと

宣伝を中心とした投資に注力する

、更なる業績の拡大を目指してまいる所存です。

                              

ヤ ー マ ン 株 式 会 社

コード番号：6630

代表取締役社長

取締役管理本部長

03－5665－

https://corporate.ya

に関するお知らせ 

とおり、最近の業績の動向等をふまえ、

5 月 1 日～2019

2018 年 5 月 1 日～

 
親会社株主に

帰属する

四半期純利益

百万円 
2,639 

百万円

1,663

4,266 2,626

7 

61.6 57.9

3,315 2,117

2019 年 4 月 30

 
親会社株主に

帰属する

当期純利益

百万円 
4,999 

百万円

3,150

6,470 4,014

1 

29.4 27.5

5,345 3,399

広告宣伝や社内体制の整備などへの積極的な投

好調であったこと

に注力するとともに

、更なる業績の拡大を目指してまいる所存です。

                              

2018 年

ヤ ー マ ン 株 式 会 社

6630 東証第一部

代表取締役社長 山 﨑

取締役管理本部長 宮

－7330 

https://corporate.ya-.an.co./

とおり、最近の業績の動向等をふまえ、

2019 年 4 月 30

日～2018 年 10

親会社株主に 
帰属する 

四半期純利益 

1 株当たり

四半期純利益

百万円 
1,663 

2,626 

963   

57.9   

2,117 

30 日） 

親会社株主に 
帰属する 
当期純利益 

1 株当たり

当期純利益

百万円 
3,150 

4,014 

864   

27.5   

3,399 

広告宣伝や社内体制の整備などへの積極的な投

好調であったことなどにより

とともに、直営店等の顧客

、更なる業績の拡大を目指してまいる所存です。

                               

年 11 月 19 日

ヤ ー マ ン 株 式 会 社

東証第一部 ） 

﨑 貴 三 代

宮 﨑 昌 也

.an.co./ 

とおり、最近の業績の動向等をふまえ、6 月

30 日）の業績

10 月 31 日） 

株当たり 

四半期純利益 

円 銭 
29.17 

46.16 

37.12 

株当たり 

当期純利益 

円 銭 
55.24 

70.79 

59.62 

広告宣伝や社内体制の整備などへの積極的な投

などにより、売上高・

、直営店等の顧客

、更なる業績の拡大を目指してまいる所存です。 
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広告宣伝や社内体制の整備などへの積極的な投

、売上高・

、直営店等の顧客
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